（４）　盆の行事
ボンハジメ
ボンハジメ　６日の早朝ごろから墓掃除に出かける。砥石で墓石をみがき、井戸水できよめ、付近の雑草をと


　って浜砂をその周辺にまき、先祖の霊が西方浄土から帰ってきやすいように「道づくり」をする。

ボニダナ
ボニダナ　「盆棚」といって、１３日の朝は各家で仏壇の掃除を行い、仏壇の前に机をおき、その上にござを


敷き、かぼちゃ・なす・うり・ささげ・すいかなどを蓮の上にのせて供える。仏壇の前面には「おがら」を両側に立て、上を横に渡して組み、それにささげ、みそはぎ、ききょう、おみなえしなどの花をさして飾る。

盆の墓まいり
墓まいり　１３日の夕方には、先祖の霊が帰ってくるので、この日は暮れないうちに墓まいりをして花や野菜・


果物・菓子などを供え、墓とうろうに火をともす。

　家では夕方になって門口で「おがら」や麦わらをたいて仏を迎える。また仏壇の前には「ちょうちん」に火をともし、家族そろって読経した。若者はこの日から寺の境内で盆踊りが始まり熱中した。


　１４・１５日も家族そろって墓参りをする。

盆の仏送り
仏送り　１６日早朝には墓参りをして新しい花を供え、移動用の墓とうろうを家に持ち帰る。家に帰ると町内

ごとに集まって橋津川岸に出て、送り団子や供物を「おがら」で作った小舟にのせて流す。新仏のある家は午後３時ごろ海岸に集まって仏送りの行事をする。この様子は前項の「盂蘭盆舟流し」で記述したので省略する。
